
 

一

 
 

 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
夫
婦
財
産
制
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
の
財
産
関
係
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
五
十
八
条
第
二
項
中
「
父
、
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
五
十
九
条
の
見
出
し
中
「
夫
婦
間
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
間
」
に
改
め
、
同
条
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に

改
め
る
。 

 

第
七
百
十
一
条
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
二
十
八
条
第
二
項
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
三
十
九
条
第
一
項
中
「
婚
姻
は
」
の
下
に
「
、
異
性
又
は
同
性
の
当
事
者
が
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
百
五
十
条
の
見
出
し
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
、
「
夫

若
し
く
は
妻
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
の
一
方
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
七
百
五
十
二
条
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
五
十
四
条
の
見
出
し
中
「
夫
婦
間
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
間
」
に
改
め
、
同
条
中
「
夫
婦
間
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者



 

二

間
」
に
、
「
夫
婦
の
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
の
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
編
第
二
章
第
三
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

婚
姻
の
当
事
者
の
財
産
関
係 

 

第
七
百
五
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
五
十
六
条
の
見
出
し
中
「
夫
婦
財
産
契
約
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
間
の
財
産
契
約
」
に
改
め
、
同
条
中
「
夫
婦
」
を

「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
五
十
八
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
七
百
五
十
九
条
か
ら
第
七
百
六
十
一
条
ま
で
の
規

定
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
六
十
二
条
の
見
出
し
中
「
夫
婦
間
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
間
」
に
改
め
、
同
条
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」

に
改
め
る
。 

 

第
七
百
六
十
三
条
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
六
十
六
条
第
一
項
中
「
父
母
」
及
び
「
父
又
は
母
」
を
「
親
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
又
は
」
を
「
又
は
同

項
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 



 

三

 
第
七
百
六
十
七
条
中
「
夫
又
は
妻
」
を
「
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
六
十
九
条
第
一
項
中
「
夫
又
は
妻
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
又
は
」
を
「
又
は
同
項
の
」
に
改
め

る
。 

 

第
七
百
七
十
条
第
一
項
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
九
十
一
条
第
一
項
中
「
父
又
は
母
と
」
を
「
親
の
一
方
と
」
に
、
「
父
又
は
母
の
」
を
「
親
の
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
父
又
は
母
」
を
「
親
の
一
方
」
に
、
「
父
母
」
を
「
親
」
に
、
「
父
若
し
く
は
母
」
を
「
親
の
一
方
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
、
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
、
「
父
又
は
母
」
を
「
親
の
一
方
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
九
十
七
条
第
二
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
百
九
十
九
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
異
性
又
は
同
性
の
当
事
者
が
、
戸
籍
法
」
と
あ
る
の
は
、
「
戸
籍
法
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
一
条
第
三
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
又
は
」
を
「
又
は
同
項
の
」
に
、
「
父
若
し



 

四

く
は
母
」
を
「
親
の
一
方
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
一
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
二
条
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
第
七
百
三
十
九
条
第
一
項
中
「
異
性
又
は
同
性
の
当
事
者
が
、
戸
籍
法
」
と
あ
る

の
は
「
戸
籍
法
」
と
、
第
七
百
四
十
七
条
第
二
項
」
に
、
「
、
「
六
箇
月
」
を
「
「
六
箇
月
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
七
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
養
親
の
共
同
縁
組
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」

に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
七
条
の
四
た
だ
し
書
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
七
条
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
八
百
十
七
条
の
七
、
第
八
百
十
七
条
の
九
並
び
に
第
八
百
十
八
条
第
一
項

及
び
第
三
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
前
項
」
を
「
若
し
く
は
前
項
」

に
、
「
、
又
は
」
を
「
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
の
」
に
、
「
父
又
は
母
」
を
「
親
の
一
方
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
二
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
二
十
六
条
第
一
項
中
「
父
又
は
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 



 

五

 
第
八
百
三
十
条
第
一
項
中
「
父
又
は
母
に
」
を
「
親
に
」
に
、
「
父
又
は
母
の
」
を
「
そ
の
親
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
三
十
四
条
、
第
八
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
八
百
三
十
五
条
及
び
第
八
百
三
十
七
条
中
「
父
又
は
母
」
を
「
親
」

に
改
め
る
。 

 

第
八
百
三
十
九
条
第
二
項
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
百
四
十
一
条
の
見
出
し
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
、
同
条
中
「
父
若
し
く
は
母
」
及
び
「
父
又
は
母
」
を
「
親
」

に
改
め
る
。 

 

第
九
百
条
第
四
号
た
だ
し
書
中
「
父
母
」
を
「
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
百
三
条
第
四
項
中
「
夫
婦
」
を
「
婚
姻
の
当
事
者
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

六

 
一 

次
条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 
第
七
百
九
十
一
条
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
八
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定 

民
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第 

 
 

号
。
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
に
お
い
て
「
民
法
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
か
遅
い
日 

 

（
法
制
の
整
備
等
） 

第
二
条 

政
府
は
、
施
行
日
ま
で
に
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

 

（
養
親
子
で
あ
っ
た
同
性
の
当
事
者
間
の
婚
姻
の
特
例
） 

第
三
条 

同
性
の
当
事
者
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
当
該
当
事
者
間
で
養
子
縁
組
を
し
た
も
の
（
こ
の
法
律
の
施
行
後

に
離
縁
を
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
民
法
第
七
百
三
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
二
年
以
内
に
限
り
、

婚
姻
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
調
整
規
定
） 

第
四
条 

こ
の
法
律
及
び
民
法
一
部
改
正
法
に
同
一
の
民
法
の
規
定
に
つ
い
て
の
改
正
規
定
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
改



 

七

正
規
定
が
同
一
の
日
に
施
行
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
民
法
の
規
定
は
、
民
法
一
部
改
正
法
に
よ
っ
て
ま
ず
改
正
さ
れ
、
次
い

で
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
条 
民
法
一
部
改
正
法
の
施
行
の
日
が
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
第
七
百
五
十
条
の
改
正
規
定
中
「
夫
若
し
く
は
妻
」

と
あ
る
の
は
「
夫
又
は
妻
」
と
、
第
七
百
九
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
、
「
父
若
し
く
は
母
」
を
「
親
の
一
方
」
に

改
め
」
と
あ
る
の
は
「
改
め
」
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
民
法
一
部
改
正
法
の
う
ち
民
法
第
七
百
五
十
条
の
改
正
規
定
中
「
「
夫
又
は
妻
の
氏
」
を
「
夫

若
し
く
は
妻
の
氏
を
称
し
、
又
は
各
自
の
婚
姻
前
の
氏
」
に
改
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
「
氏
」
の
下
に
「
を
称
し
、
又
は
各

自
の
婚
姻
前
の
氏
」
を
加
え
る
」
と
、
同
法
第
七
百
九
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
父
母
」
と
あ
る
の
は
「
親
」
と
、

「
父
若
し
く
は
母
」
と
あ
る
の
は
「
親
の
一
方
」
と
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
六
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案

し
、
同
性
の
婚
姻
の
当
事
者
の
婚
姻
中
に
出
生
し
た
者
の
身
分
の
在
り
方
、
生
殖
補
助
医
療
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 





 

 

九

 
 

 
 
 

理 

由 

 

現
行
法
に
お
い
て
婚
姻
が
異
性
の
当
事
者
間
に
よ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
個
人
の
尊
重
の

観
点
か
ら
、
性
的
指
向
又
は
性
自
認
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
に
婚
姻
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
同
性
の
当
事
者
間
に
よ

る
婚
姻
を
法
制
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


